
令和２年度事業報告書

資料編

一般社団法人 高知県移住促進・人材確保センター
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１．総括、移住実績等

令和２年度の「県外から高知県への移住者数」(※)は、963組（1,394人）、対前年度比
93％（95％）で、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、産業振興計画に掲げる令和
２年度目標の1,075組を112組下回りました（目標到達度90％）。

※市町村及び県（（一社）高知県移住促進・人材確保センター、各産業関係団体、高知
県）が把握した移住者の数字（移住者数は各窓口での重複を除く）

＜令和２年度の傾向＞ ※県が把握した移住者の傾向(963組のうち371組)

１ 全体

・年代別では、例年同様、20代～40代が８割以上となっている。

・移住前住所は、例年同様、関東が約４割、関西が約３割となっている。

・４年連続で、県内の全市町村において移住の実績があった。

２ 新型コロナウイルス感染症の影響

・対面方式の相談会などのイベントが中止またはオンライン開催となったことから、具体的な移住相談に至らない

ケースが増加した（相談者数：2,890人、対前年度比74％）。

・実際に来高して、移住候補地を訪問、交流することが難しかったことなどにより、移住の意思を固める機会が減少

したと思われる。

令和２年度移住実績
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年代別移住組数（不明を除く） 移住前住所地

令和２年度 県窓口把握分（３７１組）の内訳

移住者の出身地 移住者の就業状況
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20～40代が
全体の８割
以上を占める

東京都

81組 22%

その他関東

70組 19%

大阪府

60組 16%

その他関西

41組 11%

東海

20組 5%

中国 21組 6%

四国

21組 6%

その他

36組 9%

不明 21

組 6%

関東が約4割
関西が約3割

高知県

103組 28%

東京都

34組 9%

その他関東

47組 13%
大阪府

41組 11%

その他関西

49組 13%

東海 17組 5%

中国 14組 4%

四国 20組 5% その他

37組 10%

不明 9組 2%

Uターンは約3割

企業・団体等への

就職

128組 34%

地域おこし

協力隊

74組 20%

１次産業（農業35、林業

9、漁業14）

58組 16%

起業・自営業

28組 7%

無職（求職中含む）

25組 7%

その他（不明含む）

58組 16%



市町村別の移住者数

＜評価及び今後の対応＞

・コロナ禍による行動制限の影響を受け、これまで右肩上がりを続けてきた移住者数が初めて前年を下

回る結果となった。

・しかしながら、対前年比93％と、７ポイントの減に留まったことは、コロナ禍にあっても「都市から地方へ」

という移住のニーズが堅調であったことに加え、これまで（一社）高知県移住促進・人材確保センターを

中心として、各産業関係団体や市町村が一体となって取り組んできた成果であると考えている。

・今後の対応としては、新型コロナウイルス感染症の影響が続くことを想定し、相談会などのイベントにつ

いて、これまでの対面方式に加え、昨年度に開始したオンライン方式を臨機に使い分けながら、移住者

の増加を図っていく。

・また、コロナの影響下においては、移住希望者が情報収集する場合も、インターネットが中心となること

が想定されるため、ポータルサイトやＳＮＳ等での情報発信を強化し、ターゲットに訴求するプロモーショ

ンを展開していく。

・さらに、令和２年度は、テレワークが可能なデザイナーやエンジニアなどの移住例が見え始めたことから、

そのような「地方への新しい人の流れ」を本県に呼び込むための環境の整備も一層進めていく。
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■県、市町村が把握した移住実績

○令和２年度分 ○令和元年度分

人 組 人

378 1  高知市 234 359

114 2  安芸市 89 103

98 3  宿毛市 85 128

100 4  四万十町 67 79

60 5  黒潮町 55 63

54 6  土佐町 30 43

41 7  香南市 29 39

49 8  四万十市 26 39

44 9  香美市 23 38

35 10  いの町 21 39

10  南国市 21 38

10  土佐清水市 21 31

■県、市町村が把握した移住実績

○令和２年度分 ○令和元年度分

組 人 組

1 高知市 250 386 1  高知市 234

2 安芸市 86 114 2  安芸市 89

3 四万十町 76 98 3  宿毛市 85

4 宿毛市 74 100 4  四万十町 67

5 黒潮町 41 60 5  黒潮町 55

6 四万十市 33 56 6  土佐町 30

7 香南市 31 50 7  香南市 29

8 土佐町 30 39 8  四万十市 26

9 土佐清水市 28 44 9  香美市 23

10 南国市 23 35 10  いの町 21

10  南国市 21

10  土佐清水市 21



２．センター事業の実績

令和2年1月より増員した東京駐在のスタッフが東京オフィスとふるさと回帰センター
の相談窓口を有効に活用して、全国からの移住・就業相談を総合的に受け付けられる体
制をつくった。
移住確度が高い方には高知本部のスタッフが市町村や関係団体と積極的に情報を共有し
て適切な移住プランを提案するなど、きめ細やかな移住支援を行った。
コロナ禍により対面での相談が難しい時期においても、オンライン相談を積極的に活用
することで、一定の相談者数を維持した。

【相談窓口】

高知 ■こうち勤労センター５階（月～金）
・移住・交流コンシェルジュ ６名
・求人・求職スタッフ ６名
・プロフェッショナル人材戦略拠点 ２名

東京 ■東京オフィス（月～金） ※令和２年１月開設
■東京交通会館８階「ふるさと回帰支援センター」（火～日）
■高知県アンテナショップ「まるごと高知」（月・祝） ※コロナ禍により、令和2年度は閉鎖
・移住・交流コンシェルジュ ４名
・人材確保コーディネーター １名

大阪 ■高知県大阪事務所内（月～金） ※平成30年7月設置
・大阪スタッフ１名

■大阪ふるさと暮らし情報センター（毎月第４金・土）
・高知から移住・交流コンシェルジュが出張により対応

移住相談

移住相談窓口や県外で開催する移住相談会等での新規移住相談件数

（１） 移住・就業相談
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

センター R元年度 96 97 209 83 73 100 62 126 134 91 135 51 1,257

R2年度 48 75 89 94 89 72 133 109 62 73 79 89 1,012

市町村 R元年度 111 125 519 222 164 180 227 268 309 308 119 79 2,631

R2年度 89 122 117 176 166 172 230 181 147 115 176 187 1,878

合計 R元年度 207 222 728 305 237 280 289 394 443 399 254 130 3,888

R2年度 137 197 206 270 255 244 363 290 209 188 255 276 2,890

対前年度比：74％



就業相談

移住支援の会員制度「高知家で暮らし隊」新規登録件数

相談窓口や県外で開催する個別相談会、移住相談会等を通じて高知求人ネットの新規利用登録件数
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対前年度比：92%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

50 44 168 46 46 50 35 64 74 49 89 36 751

36 59 49 59 68 68 82 65 46 42 50 65 689

インターネット 31 42 38 43 54 47 46 45 17 38 38 49 488

メール 1 2 4 5 0 2 1 0 1 0 1 0 17

面談 1 4 4 4 7 16 28 17 24 3 7 13 128

電話 3 11 3 7 6 3 2 2 4 1 4 3 49

その他 0 0 0 0 1 0 5 1 0 0 0 0 7

R元年度

R2年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 下半期

110 97 102 100 94 106 111 89 107 116 137 112 1,281

67 92 123 115 121 147 116 113 108 135 121 91 1,349

61% 77% 91% 97% 103% 109% 108% 111% 109% 110% 108% 105% 105%

R元年度

R２年度

対前年同期比



20代 37名
42%

30代 26名
29%

40代 19名
22%

50代 6名
7%

60代名
0%

本県での就業を希望して「高知求人ネット」に登録した求職者に対しては、センター自らが収集し
た人材ニーズに加え、ハローワークや福祉人材センター等の有する求人情報も活用してマッチングを
図った。県内企業に対しては、「四国地域における地域中小企業・小規模事業者の人材確保支援等事
業」による「採用力アップセミナー」や、高知県の「企業の魅力発信支援事業」の活用へと誘導して、
採用活動におけるＷＥＢ活用スキル向上を図り、都市部の人材へのアピールを支援した。

無料職業紹介事業

（２） 人材マッチング

■就職マッチング件数

■就職マッチングの内訳

採用支援担当による企業訪問や、関係機関との定期的な会合での情報共有、求人支援コーディネー
ターによる市町村からの情報収集などにより求人情報の掘り起こしにつなげ、高知求人ネットの新規
求人登録件数は720件（対前年度比150％）と昨年度実績を大きく上回った。また、新規求職登録者数
も767名（対前年度比102％）と昨年度実績を上回ったが、非常事態宣言による行動制限のもと、オン
ラインでの採用活動のための環境が整っていない企業も多く、円滑な採用活動が困難であったことな
どにより、就職マッチング件数は88件（対前年度比81.5％）に留まった。

性別 年代

Ｕ・Ｉターン別 求人目的
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男性 64名
73%

女性 24名
27%

Ｕターン 25名
28%

Ｉターン 19名
22%

地元人材 44名
50%

中核人材 6名
7%

スペシャリスト 40名
45%

若手次世代リーダー 28名
32%

その他 14名
16%

対前年度比：82％



内容
（平成元年度）
令和2年度

対前年度比

就職マッチング件数
（108件）

88件
82％

求
人

企業からの人材確保に関する相談件数
（695件）

752件
108％

新規求人登録件数
（480件）

720件
150％

求
職

高知求人ネット新規利用登録者数
（1,281名）

1,349名
105％

高知求人ネット年度末有効利用登録者数
（3,197名）

4,024名
126％

高知求人ネット新規求職登録者数
（750名）

767名
102％

■マッチング状況 （年間）
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■求職相談の内訳（高知求人ネット新規求職登録767名） （年間）

就職希望地域 人数 比率

高知市 419名 55％

安芸地域 25名 3％

物部川地域 198名 26％

嶺北地域 11名 1％

仁淀川地域 78名 10％

高幡地域 13名 2％

幡多地域 23.名 3％

合計 767名 100％

性別
年代

居住地
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10代 5名
1%

20代 340名
44%

30代 211名
27%

40代 122名
16%

50代 69名
9%

60代以上 20名
3%

男性 436名
59%

女性 309名
41%

うち県内出身
368名 48%

うち県外出身
48名 6%

うち県外出身
224名 29%

うち県内出身
127名 17%

高知県外
351名 46%

高知県内
416名 54%



■求職相談の内訳（高知求人ネット新規求職登録767名） （年間）

希望業種 人数 比率

製造業 95名 12％

観光・サービス 58名 8％

ＩＴ・通信・情報 77名 10％

マスコミ・広告・デザイン 34名 4％

建設・設計・設備工事 19名 4％

商社・流通・小売 26名 2％

公的機関 16名 3％

医療・福祉関係 21名 3％

農林水産業 21名 3％

運輸・交通・物流・倉庫 10名 1％

金融・保険 10名 1％

その他 50名 7％

特にこだわらない 326名 43％

合計 767名 100％

希望職種（※第一希望） 人数 比率

事務職 177名 23％

技術職（ＩＴ含む） 94名 12％

営業職 75名 10％

企画・マーケティング職 79名 10％

接客職 46名 6％

専門職 56名 7％

農業従事者 14名 2％

林業従事者 7名 1％

漁業従事者 4名 1％

介護・福祉職 12名 2％

その他 203名 26％

合計 767名 100％

希望年収 人数 比率

200万円未満 26名 3％

200万円以上～300万円未満 188名 25％

300万円以上～400万円未満 258名 34％

400万円以上～500万円未満 101名 13％

500万円以上～600万円未満 27名 4％

600万円以上～700万円未満 15名 2％

700万円以上～800万円未満 4名 1％

800万円以上 7名 1％

不明 141名 18％

合計 767名 100％
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プロフェッショナル人材事業

県内企業が高いスキルを持ったプロフェッショナル人材を採用することにより課題を解決し、「攻めの経営」
へ転換できるよう、セミナーの開催や都市部人材の「高知県企業視察交流会」を計画した（コロナで中止）。
また地域金融機関や高知県産業振興センターとも連携し、県内企業とプロ人材のマッチングを進めた。

＜活動内容＞
・プロフェッショナル人材戦略拠点は、これまでの1名体制から金融機関から出向者1名を加えた2名体制
となり、年間800件近くの企業や金融機関を訪問し、マッチングの増加や事業の周知を図った
・高知県産業振興センターのほか、高知県工業会、製紙工業会、高知県情報産業協会、また高知県事
業引継ぎ支援センター、産業雇用安定センター等と連携
・東京オフィス、高知県東京事務所とともに、経済同友会や首都圏企業と連携
・坂本地方創生担当大臣との意見交換会開催
・内閣府との意見交換会開催
・四国島内の3つのプロフェッショナル人材戦略拠点と意見交換

＜セミナー、イベント実施状況＞
■「プロフェッショナル人材活用セミナー」（10/15）
【内容】 県内企業27社、47名参加
①講演「副業プロ人材のススメ」

株式会社みらいワークス Glocal Mission Jobs 編集長高橋寛 氏
②高知で働くプロフェッショナル人材による（パネルディスカッション）
「高知県企業への現状改善策や将来に対する提言」
宇治電化工業株式会社 顧問 灰岡 章夫氏
株式会社 きたがわジャルダン（モネの庭） 代表取締役・支配人 和田昌敏 氏
高知缶詰株式会社/有限会社高知アイス 顧問 植松計雄 氏

＜令和2年度 プロ人材新規マッチング実績＞
（新規実績の内、月1日～5日の短期プロジェクト型による勤務は9件）
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県内企業のマッチング状況

県内企業等 求人情報 出身企業 現状 プロ

1 H社 工場管理 製薬会社 常勤 60歳代

2 I社 輸出実務 商社 顧問契約 リモート 60歳代

3 J社 販路拡大 商社 顧問契約 リモート 70歳代

4 K社 生産管理 商社 顧問契約 60歳代

5 L社 EC部門強化 コンサル会社 顧問契約 リモート 40歳代

6 M社 経理部門のシステム化 商社 顧問契約 月5日勤務 60歳代

7 N社 生産性向上 家電メーカー 顧問契約 月3日勤務 60歳代

8 Ｏ社 販路拡大 商社 顧問契約 リモート 60歳代

9 P社 工場長 清掃会社 常勤 40歳代

10 Q社 人事制度改定 商社 顧問契約 リモート 60歳代

11 R社 講師 大学 常勤 40歳代

12 S社 コスト管理 製造業 顧問契約 月5日勤務 60歳代
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四国経済産業局事業

〇令和２年度「四国地域における地域中小企業・小規模事業者の人材確保支援等事業」

四国経済産業局の公募事業に採択され、以下の事業を実施した。

〇事業目的
自社の課題等を把握した上で戦略的に必要な人材像を明確化し、その人材確保につなげていこう
と積極的に考えている地域中小企業や必要な人材の確保に向けて自社の魅力を高め、それを積極
的に発信していこうと考えている地域中小企業に対して、人材確保・定着を促進するための事業を
重点的に実施。

〇事業内容

（１）魅力発信事業
地域中小企業の多様な魅力（経営者の思い、当該企業で働く魅力、地域で働くことの魅力、やりが
い等）と当該企業の明確化した求める人材像等をＷＥＢ、冊子等で発信する。

高知求人ネットの特集記事ページの更新（企業追加・更新）
高知家の魅力企業BOOK 2,000部発行

（２）求人像明確化支援事業
求める人材像を明確化し、マッチング支援対象とする地域中小企業等を抽出するため、セミナー開催及び
アンケート調査等を行う。

人材確保（採用力アップ）セミナーを実施
7/2（木) Web採用で失敗する会社、成功する会社～その紙一重の差とは？～
（オンライン開催）参加 48社、53名

（３）人材マッチング事業
合同企業（就職）説明会・面接会等の開催

オンライン高知就職・転職フェア（11/6（金）～2/28（日）） ※15ページ参照
高知県へのU・Iターン就職・転職個別相談会（東京、大阪、名古屋、広島等）計11回
就職氷河期世代向け就職相談会 １回

（４）人材定着支援事業
上記事業により人材の採用に繋がった企業及び若年社員（概ね３年以内）のいる地域中小企業等の経 営
者、人事担当向けセミナーを計画的に実施する。

2/9（火）人材定着支援セミナー（オンライン開催）
「これからの時代の人材採用・定着・活躍支援セミナー」 参加 29社、34名

（５）人材向け定着支援事業
事業により採用した者（内定者含む）、若年社員（概ね入社３年以内）を対象とする「交流会」を開催
する。

3/3(水) 若手社員交流会～楽しく働くってこういうことだったのか！がわかる心理学のお話～
（オンライン開催） 参加 セミナー７名、懇親会７名



ポータルサイトの運営

センターが運営するWEBやSNS等での情報発信に加え、ターゲットに応じたメディアを活用し、情報発
信を行った。

移住ポータルサイト「高知家で暮らす。」

「住まい」「仕事」「市町村情報」「イベント」「先輩移住者
インタビュー」など、“暮らし”に関する情報を掲載

■アクセス数（セッション数）
４３０，３９９件（対前年度比97.8％）

■アクセス増加対策
・地域のしごとページ、高知家の魅力ページの新設
・移住系WEBサイトへの記事掲載
・移住、関係人口系雑誌への記事掲載
・ランディングページを活用したWEBバナー広告、

SNS広告
・分析ツールを利用したページ内容の改善

求人情報サイト「高知求人ネット」

独自に掘り起こした求人やハローワーク、福祉、一次産
業なども掲載した高知県最大規模の求人情報を掲載

■アクセス数（セッション数）
２９５，６６４件（対前年度比１０５．８％）

■アクセス増加対策
・魅力ある求人情報の掲載
・ランディングページを活用したWEBバナー広告、

SNS広告
・インディード広告

（３） 情報発信事業
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■メールマガジン

＜移住メールマガジン＞ 毎月１回発行
＜人材メールマガジン＞ ２週間に１回発行

■ＳＮＳによる情報発信

・移住Facebook「高知移住・交流コンシェルジュ」
・人材Faceｂｏｏｋ「高知求人ネット」
・インスタグラム「とさターン！」

メールマガジンやSNSによる情報発信

※P12-14まで全体的に修正しています



■県と連携した情報発信

＜高知県東京事務所の公式ＬＩＮＥ「関東高知県応援団」との連携＞
・ＬＩＮＥを通じた首都圏相談会やイベント情報の発信

＜移住促進課アプリ「ゆる県民俱楽部」との連携＞
・アプリのプッシュ通知を利用した、高知県の暮らしの情報や
イベント情報の発信

＜高知県広報広聴課Twitterとの連携＞
・ Twitterでのイベント情報の発信

冊子名
コンシェルジュ紹介

パンフレット
（高知の企業情報誌）
高知家魅力企業BOOK

県内企業向け
パンフレット

概要

Ａ４版4ﾍﾟｰｼﾞ Ａ４版52ﾍﾟｰｼﾞ・49社掲載 Ａ４版4ﾍﾟｰｼﾞ・ホルダー型

対象 ・県外のU・Iターン希望者 ・県外のＵ・Ｉターン希望者 ・県内企業

パンフレットによる情報発信

その他、メディア等を活用した情報発信
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ジャンル 媒体名 掲載月 内容

移住系
WEBサイ
ト

移住スカウトサービス
「SMOUT」

７～3月
・イベント情報、地域のしごと情報の掲載
（48本）

ココロココ
8、11～
2月

・高知就職・転職フェアの告知

地方移住・関係人口創
出のプラットフォーム
「ネイティブ. メディア」

9月 ・高知暮らしフェアの告知

看板広告 高知空港広告 4～3月

・高知空港待合室

https://twitter.com/pref_kochi/photo


ジャンル 媒体名 掲載月 内容

TV・
ラジオ

RKC、KUTV
テレビコマーシャル

7、8、12
～2月

・高知就職・転職フェアの告知

KUTV、さんさんTV
読み上げ広報

12月 ・高知就職・転職フェアの告知

FM高知、RKCラジオ
読み上げ広報

12月 ・高知就職・転職フェアの告知

新聞

高知新聞突き出し広告
7、8、11、
１2月

・高知就職・転職フェアの告知

高知新聞折込広告 8、11月

・相談窓口の紹介

雑誌等

子育て情報誌
「ハッピーノート」

１１月 ・高知県で暮らす魅力と支援の紹介

フリーマガジン
｢メトロミニッツ｣への
記事掲載

2月
・ワーケーションをテーマに、編集長が仁淀川
流域地域を巡る特集記事

未来をつくるSDGsマガ
ジン「ソトコト」への
記事掲載

3月
・中土佐町中里自然農園をテーマに
高知県で暮らす魅力を紹介

40代の高級男性ライフ
スタイル誌「MADURO」
への広告掲載

1月 ・高知県で暮らす魅力の紹介

高知県産業振興セン
ター広報誌「情報プラッ
トフォーム」への
記事掲載

6～1月
・高知県移住体験ツアーの取り組み紹介
（8回）

同窓会等

関東高知県人会会報
誌「きてみいや」

4月 ・高知県移住促進人材確保センターの紹介

土佐中・高同窓会会報
誌への広告・チラシ封
入

8、12月
・高知就職・転職フェアの告知
・高知県移住促進人材確保センターの紹介

学芸高校会報誌への
チラシ封入

6月 ・高知県移住促進人材確保センターの紹介

高知工業高校同窓会
会報誌への広告

2月 ・高知県移住促進人材確保センターの紹介
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６月開催 １２月開催
年間合計

東京 大阪 計 東京 大阪 計

R元

85組88名
(対前年同期比102%)

87組92名
(対前年同期比78%)

172組180名
(対前年同期比88%)

85組100名
(対前年同期比83%)

72組77名
(対前年同期比55%)

157組177名
(対前年同期比67%)

329組357名
(対前年同期比77%)

188組247名
(対前年同期比99%)

128組164名
(対前年同期比71%)

316組411名
(対前年同期比85%)

227組326名
(対前年同期比122%)

129組177名
(対前年同期比132%)

356組503名
(対前年同期比125%)

672組914名
(対前年同期比103%)

（計）

273組335名
(対前年同期比100%)

（計）

215組256名
（対前年同期比73%）

（計）

488組591名
（対前年同期比86%）

（計）

312組426名
(対前年同期比108%)

（計）

201組254名
（対前年同期比96%）

（計）

513組680名
（対前年同期比99%）

（計）

1,001組1,271名
（対前年同期比93%）

R2

62組62名
（対前年同期比36％）

66組66名
（対前年同期比42％）

128組128名
（対前年同期比38％）

面談33組 交流会32組
セミナー13組

78組
(対前年同期比25%）

51組65名
(対前年同期比22%）

63組86名
(対前年同期比49%）

114組151名
(対前年同期比32%）

192組
(対前年同期比29%）

140組
(対前年同期比29%）

180組
(対前年同期比22%）

320組
(対前年同期比32%）

■高知暮らしフェア
当初は、従来どおり、東京・大阪会場での開催を予定していたが、コロナ禍により、夏はオンライン
形式、冬はセンターの職員が会場に出向き、感染症対策をとった上で来場者を迎えるハイブリッド形
式にて、パソコンの画面を通じて県内の市町村と相談者を繋ぐフェアを開催。

■高知就職・転職フェア
コロナ禍での就職・転職・採用活動を効率的に進められるよう、オンライン形式で開催。
特設サイトに、参加企業約50社の会社紹介動画と求人情報を掲載し、相談希望者からの面談申込
みを随時受け付ける形式。キャリアコンサルタントへの相談フォームも設置し、希望や経験に応じた
企業の情報を提供。

【オンライン】就職・転職フェア

高知暮らしフェア

センター主催・大規模フェア

（４） イベント運営
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高知暮らしフェア

就職・転職フェア

高知就職・転職フェア

1部（8/7～8/9）
2部（8/21～8/23）
3部（8/28～8/30）

11/6～2/28

高知暮らしフェア



■年齢別来場者

■来場者の出身地

■フェアを知ったきっかけ（上位4位）
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センター主催・その他移住、就職イベント

オンラインセミナー

交流会

※移住体験ツアーは新型コロナウイルスの影響により実施なし

イベント内容 開催地 実地日 来場者数

移住ミニセミナー

オンライン
(高知)

6/3(水) 3組 3名

移住ミニセミナー(農業コラボ) 6/17(水) 6組 6名

移住ミニセミナー(仁淀川町) 7/1(水) 3組 3名

移住ミニセミナー(高知市・南国市) 7/8(水) 4組 4名

移住ミニセミナー(香南市・香美市) 7/10(金) 3組 3名

移住ミニセミナー 7/11(土) 3組 4名

福祉ミニセミナー 7/15(水) 1組 1名

移住ミニセミナー(土佐清水市・大月町) 7/30(木) 8組 8名

地方で家を建てる 8/8(土) 2組 2名

地域おこし協力隊(室戸市) 8/20(木) 2組 2名

県警とのコラボ 11/6(金) 5組 5名

県警とのコラボ 12/16(水) 7組 7名

地域おこし協力隊(土佐町・北川村) 1/17(日) 5組 5名

地域との関わり方（移住初級）(大川村・津野町) 1/17(日) 3組 3名

地域おこし協力隊(大月町) 1/27(水) 8組 8名

地域との関わり方（移住初級）(四万十町) 1/27(水) 7組 7名

子育て 2/6(土) 5組 5名

趣味移住（香南市） 2/6(土) 12組 12名

起業・開業入門セミナー 2/10(水) 7組 7名

継業（仁淀川町） 2/11(木・祝) 12組 12名

農業（安芸市） 2/11(木・祝) 14組 14名

Uターン、二拠点 2/23(火・祝) 13組 13名

リモートワーク 2/23(火・祝) 10組 10名

地域おこし協力隊 3/12(金) 26組 26名

高知高等技術学校オンライン学校説明会 3/21(日) 1組 1名

イベント内容 開催地 実地日 来場者数

仁淀川流域・市町村と連携した交流会
GOOD LIFE MEETING

大阪 10/24(土) 12組 13名
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■個別相談会

その他のイベント

■市町村が主催するイベントへの協力

■他団体が主催するイベントへの参加

5/31(日)、10/4(日)、2/7(日)

9/5(土)

9/6(日)、9/13(日)、9/26(土)、10/3(土)、
10/11(日)

10/10(土)、10/11(日)

10/25(日)

・loconectオンライン全国移住フェア
・inakagurashi × collection
・フォレストスクール
・ふるさと回帰フェア
・四国暮らしフェア

オンライン開催

・「Meets奥四万十オンライン」(奥四万十5市町村) 8/1(土)
・「星空の下で生きる リアルに考えるいなか暮らし」(津野町) 8/1(土)
・「高知まんなか移住オンラインミステリー!?ツアー」(まんなか4市) 2/27(土)
・「高知まんなか移住オンラインミステリー!?ツアー補完計画」(まんなか4市) 3/19(金)

リアル開催

・「高知まんなか暮らしの交流会」 10/31(土) 東京

・移住相談：大阪3回(6/26・6/27、10/23、3/26・3/27)

・就業相談：大阪、東京、名古屋、広島にて開催
(大阪：9回 東京：8回 名古屋：4回 広島：1回)
(上記のうち、大阪3回、東京1回、名古屋2回はオンラインに変更)

※このほか、福岡1回、香川1回、高知1回開催予定であったが、新型コロナウイルスの影響により中止
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（５） 人材育成事業
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（１）センター職員研修

■情報発信研修
日程：6/24（水）、7/1（水）
場所：オンライン
講師：株式会社ウィニングフィールド
内容：ＷＥＢサイトによる効果的な情報発信

■カウンセリング力向上研修
日程：2/8（月）、22（月）
場所： こうち勤労センター4階会議室(東京からはオンライン参加)
講師：株式会社あしあとみらい研究所 田中道博
内容：移住を検討する人への支援・就業先の求人開拓に求められる役割及び

傾聴スキル、自己理解・他者理解について

（２）移住に関する情報交換会

第１回
日時：３ブロックに分けて開催
中部6/22(月) 高知県自治会館 27名
東部6/25(木) 田野町ふれあいセンター 18名
西部6/26(金) 四万十市立文化センター 15名

対象：市町村職員及び移住相談員
内容：１年目の市町村職員及び移住相談員向け研修

第２回
日時：11/18(水)
場所：高知県自治会館
対象：市町村職員及び移住相談員、センター職員
参加人数：３８名
内容：空き家の掘り起こしに関する事例紹介及び

移住につながる関係人口に関する事例紹介、グループワーク

（３）移住促進プロデュース事業における研修

■全体研修（オンライン開催）
日程： 12/18(金) 34名
内容：第1部 どのようにしたら移住促進につながるPRができるのか？

講師：TURNSプロデューサー堀口 正裕
第2部：配信イベントにおける「安心安全な運営方法に関して!!」

講師：(株)PIF 代表取締役 山本 浩

■地域研修（オンライン開催）
日時：３ブロックに分けて開催 2/2(火) 17名、 2/3(水) 15名、 2/4(木) 16名、
内容:移住施策に繋げる「地域資源」と「企画立案の実践方法」


